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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月26日(2018.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下する遊技領域を前面に備え、少なくとも一部が透明な部材で構成された遊
技板と、
　前記遊技板の後面に取り付けられる前面開放の箱形構造の裏側筐体と、
　前記遊技板と前記裏側筐体の間に配置され、前記裏側筐体の前面の開口縁の少なくとも
一部を前方から覆い、前記遊技板を通して透視可能な第１装飾部材と、
　前記第１装飾部材の後方位置で、前記裏側筐体の内側面から前記前記第１装飾部材より
内側に張り出す第２装飾部材と、を備えた遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ところで、従来の遊技機は装飾性が乏しいという問題があった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、従来より装飾性を高くすることが可能な遊技機の提供を目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００６】
　上記目的を達成するためになされた請求項１の発明は、遊技球が流下する遊技領域を前
面に備え、少なくとも一部が透明な部材で構成された遊技板と、前記遊技板の後面に取り
付けられる前面開放の箱形構造の裏側筐体と、前記遊技板と前記裏側筐体の間に配置され
、前記裏側筐体の前面の開口縁の少なくとも一部を前方から覆い、前記遊技板を通して透
視可能な第１装飾部材と、前記第１装飾部材の後方位置で、前記裏側筐体の内側面から前
記前記第１装飾部材より内側に張り出す第２装飾部材と、を備えた遊技機である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明によれば、従来より装飾性を向上させることが可能となる。
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